
化
も
深
刻
で
す
が
、
そ
の

な
か
で
も
若
年
層
の
転
入

が
増
え
て
い
る
こ
と
、
日

高
町
や
上
富
田
町
は
こ
こ

数
年
、
転
入
が
増
加
し
て

い
る
こ
と
が
推
定
値
の
変

化
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
も

の
と
み
ら
れ
ま
す
。
和
歌

Vol.187
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みんなでつくる情報板

わかやまイベントボード
●国際交流フェスティバル
2018
　魅力あふれるステージパ
フォーマンス、世界のさまざま
な料理が味わえるフードコー
ト、外国語で交流できるイン
ターナショナル・ブースなどを
お楽しみ下さい。
日時　5月 20 日（日）
　　　11:00 ～ 16:00
場所　和歌山ビッグ愛 1 階展示
ホール
参加費　無料（フードコートは
有料）
問い合わせ　和歌山県国際交流
協会（073-435-5240）

●古民家ギャラリーあったか
　手作り作品や旬の野菜や果物
を販売。子どもたちにはわたあ
めをプレゼントします。
日時　5月 21 日（月）
　　　10:00 ～ 15:00
場所　古民家ギャラリーあった
か（紀の川市東国分 498）
詳細はウェブサイトをご覧くだ
さい（http://ameblo.jp/komink
aattaka）

●かみしばいとよみかたり会
　幼児向けから昔ばなしまで、
紙芝居と絵本、手遊びのコー
ナーも。

日時　5月 26 日（土）
　　　10:30 ～ 11:30
場所　和歌山市 中央コミュニ
ティセンター 2階活動室
参加費　無料
問い合わせ　中央コミュニティ
センター（073-402-2678）・和
歌山グループ声 (073-431-3834）

●講演会 AI の最新活用事例と
未来－AI は私たちに何をもたら
すのか－
　日々変化する AI 研究や活用
事例の最新動向などを取り上げ
ます。
日時　5月 30 日（水）
　　　14:00 ～ 16:00
場所　和歌山ビッグ愛大ホール
内容　講演「自治体における AI
活用事例と将来展望」（日本電
気株式会社社会公共ビジネスユ
ニット・小野田勇司さん）、「IC
T の利活用による様々な可能性
について」（一般財団法人情報
法制研究所専務理事、LINE 株式
会社公共政策室・江口清貴さん）
参加費　無料（申し込み必要）
申し込み・問い合わせ　和歌山
県情報化推進協議会（WIDA）
詳細は https://wida.jp/2018/
04/25/2018koenkai/ からどう
ぞ。

和歌山を創る新聞

かつくわ隔週金曜掲載
　　　 特定非営利活動法人
　　　 わかやまNPOセンター
〒640-8331 和歌山市美園町 5-6-12
TEL 073-424-2223　FAX 073-423-8355
E-mail info@wnc.jp  URL http://www.wnc.jp/
編集　志場 久起

このほかの情報もたくさん掲載！
「わかやまイベントボード」 

URL http://eventboard.shiminjuku.jp/

　2017 年に連載しました、「SDGs を知ろう」の連
載記事をバックナンバー集としてまとめました。
各種教材としてご活用下さい。
　「わかつく」バックナンバー掲載ページ http://w
ww.wnc.jp/wakatsuku/ から PDF で入手できます。

太
地
町
、
和
歌
山
市
な
ど

い
く
つ
か
の
自
治
体
で

は
、
前
回
推
定
よ
り
も
今

回
推
定
の
ほ
う
が
人
口
が

多
く
、
人
口
の
減
少
度
合

い
が
鈍
化
し
て
い
る
こ
と

が
う
か
が
え
ま
す
。
有
田

川
町
や
太
地
町
で
は
高
齢

県
内
の
人
口
減
少
は

や
や
鈍
化
す
る
も
…

　

下
の
表
は
、
前
回
発
表

時
の
推
定
人
口
、
左
の
表

は
今
回
発
表
の
新
推
定
人

口
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

ず
見
比
べ
て
い
た
だ
き
た

い
の
は
前
回
推
定
時
点
で

の
和
歌
山
県
の
２
０
４
０

年
人
口
が
72
万
人
足
ら
ず

な
の
に
対
し
て
、
新
推
定

に
お
け
る
２
０
４
０
年
人

口
は
73
万
人
あ
ま
り
と
約

１
万
５
千
人
ほ
ど
減
少
幅

が
緩
や
か
に
な
っ
て
い
ま

す
。「
わ
か
つ
く
」
第
１

５
９
号
記
事
で
も
ご
紹
介

し
ま
し
た
が
、
人
口
減
少

の
傾
向
は
緩
や
か
に
な
っ

て
い
る
こ
と
が
こ
の
推
定

で
も
裏
付
け
ら
れ
た
形
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
下
表
を
見
る

と
、
有
田
川
町
や
日
高
町
、

最新の人口予測、人口減少の「濃淡」鮮明に
　国立社会保障・人口問題研究所は3月30日、2015年国勢調査結果などを元にした、2045年までの全国市町村別・5歳区分別の推定人口を発表しました。
全体として、5 年前に発表された前回の推定より人口減少の幅は緩やかになっているものの、自治体によっては減少の具合が加速しているとされまし
たが、和歌山県内の市町村について数字をひろってみても、同様の傾向がうかがえました。
　さて、最新の推定で和歌山県内の市町村はどのようになっているのでしょうか。

今年 3月発表の人口推定から、本紙配達エリアの市町村の 5 年ごとの推移。年少人口は 15 歳
未満、生産人口は 15 ～ 64 歳、高齢人口は 65 歳以上。「対 15 年比」は、2045 年の推定値と
2015 年の人口の比較。

2045 年までの人口推定（国立社会保障・人口問題研究所）

前回と今回の人口推定の比較
各マスの上段は、2013 年発表時点での各年の推定人口。
下段は 2018 年発表の推定人口（2015 年は国勢調査確定
値）。薄いオレンジで着色しているのは 2013 年推定より
も人口が上回り人口減少が鈍化傾向であること、薄いブ
ルーで着色しているのは 2013 年推定よりも 10% 以上人
口が減少し、人口減少が加速していることを示す。

山
市
も
１
割
ほ
ど
推
定
人

口
が
増
加
し
て
お
り
、
和

歌
山
市
北
部
や
東
部
で
の

人
口
転
入
が
影
響
し
て
い

る
と
み
ら
れ
ま
す
。た
だ
、

こ
れ
ら
は
人
口
減
少
の
傾

向
が
鈍
化
し
て
い
る
こ
と

が
示
さ
れ
た
だ
け
で
あ

り
、
今
後
の
人
口
は
減
少

す
る
こ
と
に
は
変
わ
り
な

い
の
で
注
意
が
必
要
で

す
。

　

逆
に
前
回
の
推
定
よ
り

も
さ
ら
に
人
口
減
少
が
進

む
と
予
測
さ
れ
た
自
治
体

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

特
に
九
度
山
町
や
高
野
町

は
前
回
推
定
よ
り
も
さ
ら

に
２
割
以
上
人
口
が
減
少

S D
G を知ろう　バックナンバー集

国連・持続可能な開発目標
s

2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 対15年比
総数 963,579 921,152 875,553 829,087 781,816 734,325 688,031 71.4%
年少人口 116,649 107,233 98,126 89,905 83,036 78,184 73,113 62.7%
生産人口 548,952 509,514 477,888 445,710 412,121 370,203 340,809 62.1%
高齢人口 297,978 304,405 299,539 293,472 286,659 285,938 274,109 92.0%
総数 364,154 355,564 344,850 333,188 320,952 308,663 296,577 81.4%
年少人口 44,639 42,792 40,461 38,208 36,440 35,392 34,078 76.3%
生産人口 212,900 204,209 198,110 190,487 180,626 166,819 158,193 74.3%
高齢人口 106,615 108,563 106,279 104,493 103,886 106,452 104,306 97.8%
総数 51,860 48,765 45,571 42,385 39,178 36,057 33,116 63.9%
年少人口 5,659 5,093 4,652 4,162 3,739 3,448 3,154 55.7%
生産人口 28,455 25,962 23,828 21,919 19,890 17,487 15,692 55.1%
高齢人口 17,746 17,710 17,091 16,304 15,549 15,122 14,270 80.4%
総数 62,616 59,167 55,592 51,953 48,188 44,328 40,505 64.7%
年少人口 7,526 6,833 6,185 5,501 4,944 4,516 4,066 54.0%
生産人口 36,291 32,663 29,667 26,772 24,011 21,047 18,714 51.6%
高齢人口 18,799 19,671 19,740 19,680 19,233 18,765 17,725 94.3%
総数 53,452 54,072 53,971 53,471 52,670 51,535 50,143 93.8%
年少人口 8,134 7,513 7,033 6,670 6,378 6,238 6,048 74.4%
生産人口 33,977 33,591 32,949 31,745 30,124 27,675 26,281 77.3%
高齢人口 11,341 12,968 13,989 15,056 16,168 17,622 17,814 157.1%
総数 9,206 8,092 7,059 6,127 5,248 4,408 3,654 39.7%
年少人口 707 572 472 373 290 230 183 25.9%
生産人口 4,433 3,562 2,893 2,405 1,989 1,531 1,183 26.7%
高齢人口 4,066 3,958 3,694 3,349 2,969 2,647 2,288 56.3%

和
歌
山
県
和
歌
山
市

海
南
市

紀
の
川
市

岩
出
市

紀
美
野
町

2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 対15年比
1 九度山町 4,377 3,788 3,253 2,767 2,315 1,917 1,570 35.9%
2 高野町 3,352 2,858 2,440 2,082 1,750 1,455 1,206 36.0%
3 紀美野町 9,206 8,092 7,059 6,127 5,248 4,408 3,654 39.7%
4 すさみ町 4,127 3,618 3,146 2,729 2,351 2,006 1,689 40.9%
5 由良町 5,837 5,152 4,535 3,959 3,422 2,917 2,459 42.1%

2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 対15年比
1 日高町 7,641 7,666 7,645 7,592 7,504 7,365 7,198 94.2%
2 岩出市 53,452 54,072 53,971 53,471 52,670 51,535 50,143 93.8%
3 上富田町 14,989 14,871 14,649 14,310 13,906 13,381 12,794 85.4%
4 有田川町 26,361 25,613 24,833 24,083 23,341 22,571 21,735 82.5%
5 和歌山市 364,154 355,564 344,850 333,188 320,952 308,663 296,577 81.4%

減少幅上位

減少幅下位

す
る
と
い
う
厳
し
い
結
果

と
な
っ
て
お
り
、「
人
口

の
奪
い
合
い
」
が
起
き
て

い
る
と
も
受
け
取
れ
ま

す
。

和
歌
山
都
市
圏
の
動
向

　

左
上
の
表
に
、
本
紙
配

達
エ
リ
ア
の
各
市
町
村
の

年
少
・
生
産
・
高
齢
人
口

の
推
定
を
掲
載
し
て
い
ま

す
。
紀
美
野
町
は
今
後
25

年
で
人
口
が
約
６
割
減
少

す
る
と
い
う
衝
撃
的
な
推

定
が
出
て
お
り
、
県
内
で

も
３
番
め
に
減
少
幅
が
大

き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
海
南
市
・
紀
の
川
市
も

和
歌
山
県
全
体
を
上
回
る

ペ
ー
ス
で
人
口
が
減
少

し
、
海
南
市
で
は
間
も
な

く
高
齢
人
口
自
体
の
減
少

が
始
ま
り
ま
す
。

　

推
定
人
口
自
体
は
前
回

推
定
よ
り
も
多
く
な
っ
た

和
歌
山
市
も
、
今
後
25
年

で
約
２
割
人
口
が
減
少
。

２
０
４
０
年
時
点
で
は
な

ん
と
か
30
万
人
を
キ
ー
プ

で
き
そ
う
で
す
が
、
２
０

４
５
年
に
は
つ
い
に
30
万

人
を
割
り
込
む
予
測
で

す
。

　

県
内
で
も
数
少
な
い
人

口
増
加
地
域
で
あ
る
岩
出

市
は
今
後
25
年
は
人
口
５

万
人
を
維
持
で
き
そ
う
で

す
が
、
高
齢
人
口
が
今
後

急
増
す
る
見
込
み
。
人
口

構
成
が
大
き
く
変
わ
る
こ

と
に
な
り
そ
う
で
す
。

　

そ
し
て
、
い
ず
れ
の
自

治
体
で
も
年
少
人
口
・
生

産
人
口
は
高
齢
人
口
を
上

回
る
ペ
ー
ス
で
減
少
し
ま

す
。
２
０
４
５
年
推
定
人

口
に
基
づ
い
て
算
出
し
た

高
齢
化
率
は
和
歌
山
県
全

体
は
39
・
８
％
、
和
歌
山

市
35
・
２
％
、
海
南
市

43
・
１
％
、
紀
の
川
市

43
・
８
％
、
岩
出
市
35
・

５
％
、
紀
美
野
町
62
・
６
％

と
い
ず
れ
も
現
在
の
高
齢

化
率
か
ら
お
よ
そ
10
〜
20

ポ
イ
ン
ト
ほ
ど
上
昇
し
ま

す
。
人
口
全
体
が
大
き
く

減
少
す
る
な
か
で
高
齢
化

率
が
上
が
る
と
い
う
こ
と

は
、
ま
ち
づ
く
り
の
担
い

手
と
な
る
層
が
さ
ら
に
薄

く
な
る
こ
と
を
意
味
し
、

場
合
に
よ
っ
て
は
２
〜
３

年
前
に
全
自
治
体
が
策
定

し
た
「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」

の
見
直
し
が
求
め
ら
れ
る

2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年
961,378 917,238 869,182 819,680 769,428 719,427
963,579 921,152 875,553 829,087 781,816 734,325
360,114 347,197 331,996 315,530 298,384 281,192
364,154 355,564 344,850 333,188 320,952 308,663
51,560 48,306 44,967 41,661 38,391 35,232
51,860 48,765 45,571 42,385 39,178 36,057
63,877 61,210 58,205 54,982 51,566 47,992
63,621 60,483 57,068 53,457 49,624 45,617
28,908 27,268 25,519 23,759 21,988 20,232
28,470 26,320 24,131 21,970 19,854 17,794
24,998 23,889 22,716 21,551 20,376 19,202
24,801 23,311 21,813 20,474 19,157 17,856
75,510 71,810 67,863 63,855 59,846 55,893
74,770 70,455 66,008 61,554 57,137 52,767
29,371 27,391 25,376 23,393 21,472 19,633
29,331 27,150 24,960 22,785 20,643 18,562
63,245 60,410 57,358 54,186 50,908 47,549
62,616 59,167 55,592 51,953 48,188 44,328
53,614 53,637 53,164 52,375 51,283 49,932
53,452 54,072 53,971 53,471 52,670 51,535
9,326 8,356 7,435 6,593 5,801 5,057
9,206 8,092 7,059 6,127 5,248 4,408
16,836 15,547 14,246 12,992 11,787 10,642
16,992 15,670 14,355 13,102 11,873 10,669
4,479 4,051 3,645 3,256 2,890 2,553
4,377 3,788 3,253 2,767 2,315 1,917
3,527 3,161 2,812 2,505 2,218 1,965
3,352 2,858 2,440 2,082 1,750 1,455
12,080 11,110 10,149 9,197 8,268 7,382
12,200 11,136 10,116 9,128 8,175 7,235
7,359 7,002 6,626 6,234 5,841 5,445
7,224 6,731 6,228 5,703 5,173 4,644
25,755 24,346 22,923 21,559 20,252 18,965
26,361 25,613 24,833 24,083 23,341 22,571
7,629 7,171 6,721 6,274 5,827 5,397
7,480 6,922 6,393 5,884 5,375 4,876
7,372 7,205 7,011 6,808 6,590 6,370
7,641 7,666 7,645 7,592 7,504 7,365
5,912 5,394 4,890 4,406 3,938 3,494
5,837 5,152 4,535 3,959 3,422 2,917
8,046 7,520 6,982 6,462 5,959 5,472
8,068 7,510 6,956 6,411 5,872 5,330
12,748 12,075 11,382 10,722 10,072 9,417
12,742 11,887 11,041 10,268 9,514 8,731
9,823 9,170 8,541 7,960 7,412 6,880
9,776 9,001 8,266 7,578 6,907 6,238
21,588 20,371 19,108 17,860 16,634 15,438
21,533 20,388 19,198 17,973 16,716 15,436
14,633 14,348 13,978 13,548 13,069 12,547
14,989 14,871 14,649 14,310 13,906 13,381
4,251 3,801 3,383 3,001 2,654 2,361
4,127 3,618 3,146 2,729 2,351 2,006
15,877 14,659 13,402 12,177 11,005 9,910
15,682 14,247 12,832 11,487 10,182 8,958
2,979 2,710 2,447 2,204 1,981 1,769
3,087 2,826 2,599 2,375 2,173 1,974
2,791 2,483 2,207 1,956 1,742 1,542
2,826 2,528 2,246 1,988 1,743 1,511
441 394 353 318 287 263
446 390 340 298 265 237

16,729 15,246 13,777 12,356 10,987 9,701
16,558 14,971 13,459 12,006 10,608 9,287

御坊市

和歌山県

和歌山市

海南市

橋本市

有田市

かつらぎ町

田辺市

新宮市

紀の川市

岩出市

紀美野町

白浜町

九度山町

高野町

湯浅町

広川町

有田川町

美浜町

日高町

由良町

印南町

みなべ町

日高川町

串本町

上富田町

すさみ町

那智勝浦町

太地町

古座川町

北山村

可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

　

本
連
載
で
も
か
つ
て
取

り
上
げ
た
、
国
連
・
持
続

可
能
な
開
発
目
標
「
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ（
エ
ス
・
デ
ィ
・
ジ
ー

ズ
）」
に
代
表
さ
れ
る
よ

う
に
、
今
後
、
地
域
が
、

世
界
が
持
続
可
能
性
を

持
っ
た
発
展
が
続
け
ら
れ

る
よ
う
な
取
り
組
み
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
日
本

で
も
全
省
庁
が
参
画
し
た

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
本
部
が
組

織
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
関

西
の
行
政
・
財
界
・
Ｎ
Ｐ

Ｏ
な
ど
に
よ
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
組
織
「
関
西
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
」
も
結
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
企
業
の
長
期
経
営
計

画
に
も
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
い
う

言
葉
が
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ひ
る
が
え
っ
て
、
わ
た

し
た
ち
の
身
の
回
り
で

は
、
自
治
会
や
消
防
団
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
と
い
っ
た
地

域
に
存
在
し
て
き
た
各
種

組
織
の
担
い
手
不
足
、
一

人
暮
ら
し
高
齢
者
の
増

加
、
安
心
し
て
子
ど
も
を

産
み
育
て
ら
れ
る
仕
組
み

づ
く
り
な
ど
、
様
々
な
問

題
が
顕
在
化
し
て
お
り
、

「
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く

り
」
の
道
筋
は
見
え
て
い

る
と
は
必
ず
し
も
い
え
ま

せ
ん
。

　

こ
の
人
口
推
定
は
、
こ

れ
ま
で
地
域
に
当
た
り
前

の
よ
う
に
存
在
し
て
い
た

様
々
な
仕
組
み
の
維
持
ど

こ
ろ
か
、
そ
の
存
続
す
ら

危
ぶ
ま
れ
る
こ
と
を
示
唆

し
て
い
ま
す
。
都
市
の

様
々
な
イ
ン
フ
ラ
の
維

持
・
管
理
の
問
題
も
今
後

急
速
に
拡
大
し
て
い
く
懸

念
も
あ
り
ま
す
。

　

人
口
減
少
が
進
む
地
域

で
は
自
治
会
を
は
じ
め
と

し
た
地
域
内
組
織
の
抜
本

的
な
見
直
し
や
、
行
政
と

住
民
と
の
関
係
の
再
構
築

な
ど
、
様
々
な
取
り
組
み

が
試
行
さ
れ
て
い
る
事
例

も
あ
り
ま
す
。

　

自
治
会
等
の
単
位
で
も

「
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く

り
」
を
本
気
で
検
討
し
、

取
り
組
む
時
期
が
迫
っ
て

い
ま
す
。　
（
志
場
久
起
）

　


